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南極における気象研究＊

一昭和62年度藤原賞受賞記念講演一

川口貞男＊＊

　第1次南極観測以来，30年にわたる南極における気象

観測，研究を気象学会が高く評価し，今回藤原賞の授与

となった事は，大いなる喜びであります．30年間の観

測・研究の足跡を申し上げて記念講演といたします．

　1．南極観測の開始

　IGYを契機に始められた我が国の南極観測事業は，

第1次南極地域観測隊により，1957年2月に昭和基地

（6goOO／S，39。35／E）が開設され，同年3月1日地上気

象観測が開始された．

　11人の越冬隊員中，気象担当隊員は1名で1日3回の

観測を行い，オーストラリアのモーソン基地経由，気象

デー一タ》センターヘの通報が開始され，今日に至るまで

このルートが使われている．2次隊は越冬が出来ず基地

は1年間閉鎖された．3次隊で気象観測は再開され，高

層気象観測も加わり，順次観測は充実され，5次隊では

4人の気象担当隊員により，1日8回の地上気象，1回

のレーウィンゾンデ観測のほかオゾン観測なども行なわ

れた．越冬観測は5次まで続き，6次隊によって基地は

閉鎖（1962年2月）された．

　2．南極観測再開

　1965年から恒久的な体制で南極観測を実施する事と

し，学術会議南極特別委員会の勧告に基づき，7次以降

の観測は定常観測と研究観測とにわけられることになっ

た．定常観測とは，学術研究上あるいは実用上不可欠な

基礎的資料を得るためのもので，恒常的，業務的に実施

する必要のあるる観測，または国際的観測の一翼を担う

もので，その作業規準が国際協定などにより定められて

いる観測で，気象で言えば，一般の地上気象，高層気象
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観測などが含まれている．又担当は，その業務を主管す

る国家機関とし，定常気象観測は気象庁が担当すること

となった．又研究観測とは，高度の学術研究の目的をも

つ観測ならびに調査であり，各年次毎に研究テーマを決

め専門の研究者が当たることとした．

1987年12月

　3．定常気象観測の経過

　昭和基地の開設以来，一時閉鎖した期間を除き，気象

観測と通報は継続され，現在に至っている．

　再開に当たり，それまでの経験から観測施設の抜本的

な改善がなされた．

　1）危険を伴う屋外作業を出来るだけ少なくするため

の隔測方式

　2）省力化のためデーターの自動処理

　3）屋外設置のセンサーの低温，強風，着雪対策

　4）保守を容易にするための規格の統一化

　5）小型軽量化

　6）省電力化
　7）電磁ノィズ対策などである．

　この基本線に沿って南極用自動気象観測装置

（MAMS）と自動印字装置（MAMP）が設計された．現

地気圧，気温，露点温度，相対湿度，瞬間風向・風速，

平均風向風速を連続自記し，毎正時値を自動的にタイプ

印字するようにした．この装置の開発により，地上気象

観測については，かなりの省力化を図ることができた．

一方高層気象観測のレーウィンゾンデについても周波数

変調式のものを開発し，軽量化を図り，又上層風の計算

に小型計算機を導入し省力化を図った．その後21次にい

たって地上気象観測と高層気象観測の完全な自動観測処

理が可能な計算機を組入れた総合自動気象観測装置

（AMOS）を導入し，画期的な省力化を図る事が出来た．

　この様に常に自動化省力化を図る事によりわずか4名

の隊員によって，WMOの世界気象監視（WWW）計画

の基準観測所の使命を果すと共に更にオゾン観測，特殊
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第1表　定常気象観測の経過

年　次

1次（1957）

2次（1958）

3次（1959）

4次（1960）

5次（1961）

6次（1962）

7次（1966）

8次（1967）

9次（1968）

10次（1969）

11次（1970）

12次（1971）
～
14次（1973）

15次（1974）
～
19次（1978）

20次（1979）

21次（1980）

～

28次（現在）

人員

1

2
2
4

2

2

3

3

3

4
～

4

4
4
～

4

主　要　観　測　項　目

地上気象（1日3回）

（越冬不成立）

地上気象（1日4回），

地上気象（1日4回），

地上気象（1日8回），

オゾン全量観測

（夏隊のみ）

ラジオゾンデ（約100回）

レーウィンゾソデ（約200回）

レーウィンゾンデ（1日1回），

地上気象（自動化による連続記録と毎時プリントアウト，1

日6回の目視観測）

高層気象（レーウィンゾンデ12Z，

成FAX天気図受画

現地間15時），天気図作

高層気象00Z（現地時間03時）に変更

ドブソン分光器によるオゾン全量観測，特殊ゾンデ（オゾン

輻射）など研究観測としてなされていたものを順次定常観測

にくみ入れる

気象衛星画像受信（APT）

高層気象観測を00Z，

とした

12Zの2回とし，地上気象観測を8回

地上気象観測のうち目視観測を1日4回とした

電算機利用の総合自動気…象観測装置（AMOS）を導入し，観

測の能率化をはかった

現在昭和基地で実施されている観測

地上気…象観測8回／日（ただし，目視観測は4回／日），．高層気

…象観測2回／日，特殊ゾンデ（オゾソ，放射）天気図解析

（FAX天気図受信，APT画像受画）オゾン全量観測，日射

観測，大気混濁度測定（サンフォトメーター）海氷上の積雪

観測

ゾンデ観測なども実施して来た．

　みずほ基地の地上気象観測

　みずほ基地（70。42，S，44。20，E，標高2230m）は，

昭和蕃地の南東約270㎞の内陸部に，主として雪氷

学，気象学の研究のために設置した基地であるが，ここ

での地上気象観測は準定常観測として基地に滞在する気

象，雪氷担当隊員などにより実施された．13次隊（1972），

14次隊（1973），17次隊（1976）～26次隊1（1985）におい

て通年観測がなされた．内陸部の観測点は極めて少な

22

く，特に内陸カタバ風帯の観測はIGY期間中に2～3

点でなされただけであり，10年余りにわたる気象データ

ーは貴重であり，これを使っての多くの研究がなされて

いる．1986年10月以降無人となり，現在無人気象観測装

置を設置している．

　あすか観測拠点

28次隊（1987）から昭和基地の両方約650㎞のあす

か観測拠点（71。32’S，24。08’E，標高930m）での越冬

が開始され，地上気象観測及び通報を開始した．

、天気”34．・12．
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第2表　研究観測の経過

年　次

7次（1966）

8次（1967）

9次（1968）

10次（1969）

11次（1970）

12次（1971）

13次（1972）

14次（1973）

17次（1976）

18次（1977）

19次（1978）

20次（1979）

21次（1980）

22次（1981）

23次（1982）

24次（1983）

25次（1984）

26次（1985）

27次（1986）

研　究　テ　ー　マ

南極高層大気の熱的構造

南極高層大気の熱的構造

雲物理および大気電気

大気電気

南極高気圧の生成と構造

南極高気圧の生成と構造

南極高気圧の生成と構造

南極高気圧の生成と構造

南極におけるエー・ゾルおよび徴量気体成分の研究

南極における土一・ゾルおよび徴量気体成分の研究

南極におけるエー・ゾルおよび徴量気体成分の研究

極域気水圏観測（POLEX－South）

　1．放射収支の観測

　2．大気・雪氷・海の相互作用の観測

　3・極域大気循環に関する．観測

極域気水圏観測（POLEX－South）

　1．放射収支の観測

　2．大気・雪氷・海の相互作用の観測

　3．極域大気循環に関する観測

極域気水圏観測（POLEX－South）

　1．放射収支の観測

　2。大気・雪氷・海の相互作用の観測

　3。極域大気循環に関する観測

中層大気国際協同観測（MAP）

　オゾン総合観測

中層大気国際協同観測（MAP）

　極域中層大気徴量成分の観測

中層大気国際協同観測（MAP）

　極域中層大気徴量成分の観測

　大気中二酸化炭素の測定

中層大気国際協同観測（MAP）

　極域中層大気の運動と大気徴量成分の観測

　気象・ケットによる中層大気の構造と運動の観測

　大気中二酸化炭素の測定

（東クイーンモードランド雪氷研究計画）

　前進拠点における気象観測

極域大気徴量成分の観測

　大気中二酸化炭素の測定

担当者

清水　正義

川口　貞男

菊地　勝弘

近藤　五郎

真木，太一

安達　隆史

佐々木　浩

小林　俊一

後藤　良三

岩井　邦中

伊藤　朋之

｛
前　　晋爾

和田　　誠

山内　　恭

｛
小林　俊一

石川　信敬

大畑　哲夫

｛
井上　治郎

佐藤　和秀

西村　　寛

忠鉢　　繁

｛
岩坂泰信
牧野　行雄

柴崎　和夫

塩原　匡貴

野村　彰夫

神沢　’博

村山　治太

菊地　時夫

深堀　歪志

　4・一研究観測の経過

　再開に当たって，観測を定常観測と研究観測に別けた

のであるが，ちょうどその頃南極研究科学委員会

1987年12月

（Scientific　Committee’on　Antarctic　Research，SCAR）

は昭和40年の第8回SCAR会議において，南極気象学

の課題として次の様な勧告をレた．

25
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　1）南極地域の大規模気象現象およびその現象と全地

球的規模の現象との相互作用，特にheat　sinkとしての

強さ，効率，機能の変動

　2）南極地域の気候および大気循環とそれらの長期変

動

　3）南極大気の熱，水蒸気収支，大気，雪面・氷床・

海洋間の相互作用

　4）対流圏，成層圏，中間圏の間のエネルギー，物質

交換

　5）大気微量成分，エーロゾル，それらの火山活動と

の関係

　6）南極地域の中規模気象現象，たとえば局地的な風

系

　7）微気象学的現象

　8）雲と降水の物理

　さらにこの研究を進めるための観測として定常的な観

測のほかに，放射およびアルベド，オゾン，地表面およ

び地表内温度，大気中および降水中の汚染物質や火山灰

など，又氷床コアや海洋堆積物中のこれらの物質，地ふ

ぶきとサスツルギ，雲及び降水，大気電気，大気光象，

夜光雲および真珠母雲などをあげている．

　以上の事を背景として研究観測テー一マがとり上げられ

て来た．第2表に1986年迄のテーマを示した．

　7次，8次ではr南極高層大気の熱的構造」を研究テ

ーマとし，7次ではドブソン分光光度計による全オゾン

量と，オゾンゾンデによる鉛直分布の観測を行った．成

層圏大気温度や成層圏の突然昇温との関係，オゾン混合

比最大高度の季節変動などが明らかになった．8次では

放射観測に重点を置き，地表面放射収支観測や放射ゾン

デ観測を行い，昭和基地のような露岩地帯では夏期間の

消雪期間の日射収支の大きな正の値により年間収支がプ

ラスになる事や，対流圏での長波長放射による大気冷却

度の季節変動，逆転層近辺の放射フラックスの分布，冬

期のト・ポポーズ消失に対する放射冷却の役割などを明

らかにした．

　9次，10次ではr雲物理及び大気電気」をテーマとし

た．氷晶核濃度の観測では，核数は冬に多く，夏少な

く，気温との相関があること，凝結核は無風又は南寄り

の風に多いことなどが観測された．雪結晶の観測では

10数種の珍らしいものが見つかり，これらが雲頂高度

一35。C以上の比較的暖かい雲からのものであることも

推定された．大気電気の観測では地上附近の電場は平均

66v／w，空気の電気伝導率は2。9×10一14／Ω・m，空一地

24

電流は1．6x10－12A／m2，日変化は空一地電流と電場に

明瞭に現われ，汎世界的な雷活動の世界時（UT）に依

存する変化とほぽ一致して極大・極小が現われるがブリ

ザードになると電場は数千v／mにも変化することがわ

かった．

　11次から14次まではr南極高気圧の生成と構造」をテ

ーマとし，毎年1名の研究者が派遣された．11次，12次

では，主として昭和基地及びその周辺海氷域での接地境

界層の乱流構造についての研究がなされた．風と粗長度

との関係，逆転層の強さ，構造，拡散係数リチャードソ

ン数などを明らかにした．13次ではみずほ観測拠点で初

めての越冬観測をし，氷床斜面下降風域での接地境界層

の乱流構造の観測をした．又日射収支観測を行い，年間

の全天日射量が昭和基地より約20％多いこと，アルベー

ドは月平均で81～86％，雲があっても多重反射により日

射量はあまり減らず，太陽高度の高い夏至の頃で，1雲天

日の日射量が晴天日の65％位に達している事がわかっ

た．14次ではブリザード時の乱流構造，乱流と飛雪，そ

の時の大気電場の観測を昭和基地で行い，又みずほ基地

ではカタバ風と地ふぶきの関係や内陸部での海塩核の分

布観測をしている．

　15次，16次には気象の研究観測は行われなかった．17

次から18次までの3年間はr南極におけるエー・ゾルお

よび微量気体成分の研究」がとりあげられた．人間活動

の影響から最も離れた南極での観測は1地球規模での大

気中微量成分のバックグラウンド値を示すという事とと

もに，南極の雲の生成機構や，放射特性，大気循環を明

らかにする上でも重要なテーマとされた．17次では分光

計による混濁因子の測定からエー・ロゾルによる消散係数

の波長分布やエーロゾルの粒径分布，エー・ゾルの散

乱，吸収特性を調べ，南極大気中のエーロゾルの光学特

性について多くの知見を得た．たとえば小粒子工一ロゾ

ルは，東京上空の大気にくらべ，1／10のオーダーの量

であること，0．3μm以上の粒子濃度レベルは，晴天日

で通常1個／cc未満であるが，ブリザード時には10倍以

上も増加することなどわかった．18次，19次では南極で

の観測のほかに船上で東京一南極間においてエイトケン

粒子を測定した．北半球海域で200～800個／cm3であっ

たものが，ボルネオなど陸地に近いところで1000個／

cm3と増加し，南半球に入り30。S付近で200個／cm3と

減少し，400～50。Sで再び増加し，それ以南で減少して

いる．昭和基地でのポラック型測定器による結果では，

夏期には100～300個／mJで時には1000個ノmJの高濃度

、天気”・34．12．
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を示し，冬期は50～100個／mJ，時には測定限界（10個／

mJ）以下になることもあったが，低気圧の襲来に伴なっ

て顕著な増大が見られた．又静電サンプラーやイソパク

ターにより試料を採取し，電子顕微鏡などにより物質同

定を試みた．その結果，南極域に存在するエー・ゾルの

性状は，その起源と関連して，海塩粒子と硫酸塩粒子を

主要メンバーとするバックグラウンドレベルの海洋性工

一ロゾルと，大気中で気体から粒子化した硫酸粒子を主

要メンバーとする光化学工一ロゾルとの2種類にまとめ

られることが明らかになった．

　20次～22次の3年間は，GARPの一一環であるPOLEX

（Polar　Experiment；極域気水圏観測計画）を実施した」

研究者も毎年3人が越冬した．第1年目は，氷床域の放

射収支と大気氷床の相互作用に重点を置いた．、

　1）みずほ基地に30m塔を建て，接地境界層の構造，

拡散混合過程などの研究．

　2）雪面の放射収支各要素の観測を行った．21次では

前次隊の観測を引き続き行うとともに，海氷域の熱収

支，大気循環の研究に重点を置いた．・①みずほ基地にお

いては，低層ゾンデおよび音波レーダーによる気温の逆

転層の構造，生成，消滅の過程，斜面下降風の構造と逆

転層との関係などについての観測．②昭和基地では気象

衛星NOAAのAVHRR及びTOVSデーターの受信．
③海氷上での微気象及び放射収支の観測．④航空機を使

っての海氷域，氷床域のアルベードの測定，⑤放射ゾン

デによる雲の長波長放射特性の観測．⑥サンフォトメー

ターによる大気混濁度の測定などを実施した．

　22次では大気循環に重点を置き，地形傾斜が殆どなく

なる内陸中央部を含む数点に滞在し，低層ゾンデや移動

用10m塔を使って逆転層や風系分布などを広域にわた

って観測した．

　3か年にわたるr気水圏観測計画」は，多項目の観測

を高い精度で，かつ広域にわたって実施し，ほぼ所期の

成果を得る事が出来たが紙数の関係で省略する．

　23次～26次はMAP（中層大気国際協同観測）として

「南極中層大気の総合観測」を実施した．南極上空の対

流圏から雲離圏にいたる大気領域中の物理，化学過程を

明らかにしようというもので，気象部門と超高層部門の

協同プロジェクトとしてなされたが，ここでは主として

気象部門によるものを述べる．

　23次ではオゾンの総合観測を実施した．ドブソン分光

計による全量観測では，月光を使っての観測も試み，デ

ータの不足していた極夜期を含む全季節のデータを得る
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事が出来た．オゾンゾンデによる観測では，49個の飛揚

を年間を通して行った．又年間を通して地上オゾソの連’

続観測を行った．既に成層圏オゾソの減少が進んでお

り，大きな話題を呼んだr南極成層圏のオゾンホール」

間題に対して貴重なデータとなった．一特にオゾンゾンデ

による高度分布観測ではオゾン減少の高度層を明らかに

することにより，原因を解明する上での重要な手がかり

を得た．

　24次ではレーザーレーダーによるエーロゾルの観測を

行ったが，冬期極域成層圏のエーロゾル激増の推移を含

め季節変動をとらえ，エーロゾルゾンデ観測結果と相ま

って，極域成層圏のエーロゾル像が次第に明らかになっ

て来た．又1982年のエルチチヨン火山噴火によるエー・

ゾルは，南極成層圏には，同年10月～11月の成層圏突

然昇温期に入って来たものと思われるが，レーザーレー

ダーの観測開始は，この数箇月後からで，この影響につ

いても情報を得る事が出来た．又赤外分光計（FTIR）

によりオゾン全量及びN20全量など微量気体成分の測

定を行い，春から初夏にかけてのオゾンの減少，増加の

状況と共に，オゾンの光化学反応に関与するN20の変

動を同時にとらえる事が出来た．そのほか航空機を使っ

て微量成分の高度分布の測定をしている．

　25次では，赤外分光計，ゾンデ，航空機による観測は

前次隊同様に実施すると共にオーリオールメーターを使

っての太陽放射の分光測定により，エーロゾルの光学的

特性，雪氷面アルベード，氷晶の光学的特性などの研究

を行い，特にこの年は，エルチチョン火山による成層圏

汚染の解消過程にあったと考えられ興味深い結果を得て

いる．又この年から大気中CO2濃度の連続観測を開始

した．非分散赤外分光計を用い，試料の取り込み，水蒸

気の除去，標準ガス等，充分に検討し，WMOがバッグ

グラウンドモニタリングに際し要望している，精度0・1

ppmより，もう1桁高い精度の測定が，これ以後現在

まで続けられている．

　26次では再びレーザーレーダーによるエー・’ゾルの観

測を実施した．24次ではエルチチョン火山爆発の影響が

あったのであるが，この影響が沈静したと思われる2年

後の観測であり，その対比においても興味深い結果を得

ている．又26次では，新たに色素レーザーを導入し，熱

圏下部（高度90km附近）に存在するナトリウム原子

層の観測をしている．ナトリウム原子密度の鉛直プロフ

ァイルと気柱密度の時間的及び季節的変動を調べ，光化

学過程と共に大気の力学についても知見を得る事が出来

25
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た．また中層大気の力学に重点を置ぎ，内部重力波の実

態をとらえることを目的として，気象ロケットの打ち上

げ実験を行った．実験は真冬の6月と春の9月末に，そ

れぞれ2時間間隔で5機，4機の連続打ち上げを行っ

た．打ち上げは成功し，すべて良好な温度と風のデータ

を得たのであるが，同時に，超高層部門が担当している

VHFドップラーレーダーの流星風モードによる中間圏

界面附近（高度約85～105㎞）の風の観測も行い，更に

前記した色素レーザーによる気柱密度のデーターも取得

した．又，300km東に位置するソ連基地では毎週水曜

日に，定常的に気象ロケットの打ち上げ実験を行ってい

るので，実験日はこれに合わせ，このデーターも合わせ

て現在，解析が進められているが興味ある結果が期待さ

れている．26次ではこのほか，雪氷部門が東クィーンモ

ードランド雪氷研究計画の中で，前進拠点（74。S，350E，

高度3200m）において10月中旬から12月下旬まで地上

気象や低層ゾンデによる高層気象観測を行っている．

　26次でMAPは終了したが，27次においても赤外分光

計（FTIR．）による大気中微量ガスの測定を行った．赤

外分光計を改造して分解能を0．125cm『2まであげるこ

とにより，測定精度を上げ，また検出出来なかった気体

について測定する事が出来るようになった．

　5．文献リスト

　以上，1次隊から27次隊迄の気象観測，研究について

概略を述べたが，その成果については殆ど触れることが

出来なかったので，以下にデータの出版物，調査研究報

告書のリストを示した．調査研究の成果の発表は，この

ほかに気象学会誌，雪氷学会誌，外国で出している研究

雑誌などにもあるが，ここでは省略し，気象庁と国立極

地研究所の出版物だけとした．

（1）Antarctic　Meteorological　Data気象庁

Vol．1（1963）：Marine　metoorological　data（1956－

　1962）

Vol．2（1964）：Su戚ace　meteorological　data　at

　the　Syowa　base（1956－1962）

VoL3（1964）：Aerological　data　at　the　Syowa

　base　（1956－1962）

Vol．4（1966）：Total　radiaton（Sun　and　sky）on．

　a　horizontal　su血ce　and　duration　of　sunshine

　（1956－1962）

Vo1・5（1967）：Marine　meteorological　data（1965一
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　1966）

VoL6（1968）：Marine　meteorological　data（1966－

　1967）

VqL7（1969）：Meteorological　data　at　the　Syowa

　base　in1966

Vol．8（1970）：Meteorological　data　at　the　Syqwa

　station　in1967

VoL9（1970）：Meteorological　data　at　the　Syowa

　station　in1968

Vol．10（1971）：Meteorological　dataβt　the　Syowa

　station　in1969

Vol．11（1971）：Meteorological　data　at　theSyowa

　stadon　in　1970

　　　～

VoL26（1987）：Meteorological　data　at　the　Syowa

　sta丘on　in1985

　Special　VoL（1972）；

　　Atmospheric　ozone（1966＿1970）

　　Atmospheric　electricity，（1967－1970）

　　Long　wave　radiaton（1966－1970）

　Special　Vol．（1978）；

　　Atmospheric　ozone　（1971－1975）

　　Atmospheric　electricity　（1971－1972）

　　Long　wave　radiation（1971－1975）

　　Total　amount　of　ozone（1961－1975）

　Special　Vol．No．III（1981）；

　　Vertical　ozone（sonde）（1977－1980）

　　Long　wave　radiation（sonde）（1979－1980）

　　Total　amount　of　ozone一（1976－1980）

　Special　Vol．No。IV（1986）；

　　Verticall　ozone（sonde）（1981－1984）

　　Long　wave　radiation（sonde）（1981－1983）

　　Total　amomt　of　ozone（1981－1985）

（2）JARE　DATA　REPoRTs国立極地研究所

No・11（Meteorology1）　D＆ta　of　atmosphe血c

　electricity　at　Syowa　Staton　in1969－1970（1971）

No・25（Meteorology2）Meteorologicl　data　at

　Mizuho　Camp，Antarctica　in1971－1973（1974）

No．30（Meteorology3）Meteorological　da鰍at

　Mizuho　Camp，Antarctica　in1974－1975（1975）

No．40（Meteorology4）Meteorological　data　at．

　Mizuho　Canlp，Antarctica　in1976－1977（1977）
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No．47（Meteorology5）Meteorological　data　at

　Mizuho　Station，Antarctica　in1977－1978（1978）

No．52（Meteorology6）Meteorological　data　at

　Mizuho　Station，Antarctica　in1978　　（1979）

No．57（Meteorology7）Meteorological　data　at

　Mizhho　Station，Antarctica　in1979　　（1980）

No．61（Meteorology8）POLEX－South　data，

　Part1．Radiation　data　at　Mizuho　Station，

　Antarctica　in1979　　　　　　　　　　　　　　　　　（1981）

No．62　（Meteorology9）POLEX－South　data，

　Part2．Micrometeorological　data　at　Mizho

　Station，Antarctica　in　1979　　　　　　　　　　（1981）

N6．65（Meteorology10）Meteorological　data　at

　Mizuho　Station，Antarctica　in1980　　（1981）

No・73　（Meteorolo言y11）POLEX－South　data，

　Part3．R．adiation　data　at　Mizuho　Station，

　Antarctica　in1980　　　　　　　　　　　　　（1982）

No・77（Meteorology12）Meteorological　data　at

　Mizuho　Station，Antarctica　in1981　　（1982）

No．79　（Meteorology13）POLEX－South　data，

　Part4．Micrometeorological　data　at　Mizuho

Stati・n，Antarcticain1980　｛　　（1983）

No・85・（Meteorology14）POLEX－South　data，

　Part5．Micrometeofological　data　at　Mizuho

　Station　and　temprary　stations　in　Mizuho

　Plateau，Antarctica　in1981　　　　　　　　　　（1983）

No・86（MeteQrology15）Meteorological　data　at

　Mizuho　Station， Antarctica　in1982　　（1983）

No・101（Meteorology16）Meteorological　data　at

　Mizuho　Station，Antarctica　in1983　　（1985）

No・104（Meteorology17）POLEX－South　data，

　Part6．Aerological　sounding　of　lower　atmos．

　pheric　layer　over　Mizuho　Plateau，East　An一
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　tarctica　　　　　　　・　　、一（1985）

No．．107（Meteorology．18）Meteorological　data　at

　Mizuho　Station，Antarctica　in．1984　　＜1985），

No．120（Meteorology19）Meteorologi¢al　da‡a　at

　Mizuho　Station，Antarctica　inI1985　　（1986）

（3）南極資料No．1（1958）～No・91（1987）国立

　極地研究所第1次隊から現在までの全分野につい

　ての調査研究報告が掲載されているが，気象関係

　約100篇が含まれている．

（4）●Proceedings　of　the　third　Smposium　on

　　Polar　Meteorology　and　Glaciology（1981）

　　PP320国立極地研究所

　　●Proceedings　of　the　fbrth　Symposium　on

　　Polar　Meteorology　and　Glaciology（1982）

　　PP326国立極地研究所

　　●Proceedings　of　the　fifth　Symposium　Qn

　　Polar　Meteorology．and　Glaciology（1983）

　　PP227国立極地研究所

　　●Proceedings　of　the　sixth　Symposium　on

　　Polar　Meteorology　and　Glaciology（1984）

　　PP241国立極地研究所

　　●Proceedings　of　the　seventh　Symposium　on

　　Polar　Meteorology　and　Glaciology（1985）

　　PP252国立極地研究所

　　●Proceedings　of　the　eighth　Symposium　on

　　Polar　Meteorology　and　Glaciology（1986）

　　PP113国立極地研究所

（5）JAR．E　Scienti且c　Reports：M6torology　No．

　1～2国立極地研究所
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